
日本語 と韓国語の受身表現
一 日韓対訳小説 のデータ分析 を中心 に一一

亭 仁

1は じめ に

日本語 と韓国語の 「受身表現」Dに関する対照研究では,し ば しば(1),

② のように自動詞のスルに対 して韓国語は同 じ自動詞の 「古}叫 」ではな

く受身形の 「"1」 が対応する現象を取 り上げている。

(1)k.19川 フ1初 葉 印度 ・欧羅巴 語族 。1確 立呈 荊呈.系 統的 分類

作業61司 司 大陸 斗 大洋到 語語 叫 盤 匡L.(国 語史)

j.十 九世紀初葉イン ド・ヨーロツパ語族が確泣ユ∠≧後,系 統的分類

作業が諸大陸 と諸大洋に遮及⊥丞 。(日 本語版国語史)

②k.日 本 北部朔刈 ス1号金 刃到 麹 叫。T語LL系 統上 孤立到司

銀叫.(国 語史)

j.日 本北部で現在は殆 ど齪 たアイヌ語は系統上孤立⊥∠⊆いる。

(日本語版国語史)

また一方の研究では,「 韓国語での受動文は日本語に比べ非常 に使用範

囲が狭い」 または 「韓国語は能動的な表現が好 まれるため,日 常生活の中

では被動文2jの使用頻度が低い」 という,言 い換えれば,韓 国語は日本語

に比べ受身形 または受身文を用いない,と いう見解が出されている。

本稿では,両 語の小説の中で実際使われた受身表現 を用い,そ の使用状

況 を調べて,上 記のような捉 え方と(1)と(2)の ような例文の存在が両語

の受身のどういう特徴 を反映 しているかを明 らかにしたい。
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2先 行研究の考察

日本語 の 自動表現 に対 して,韓 国語 の 場 合受 身表現 が対 応 している現象

をいち早 く取 り上 げたのは生越(1982)で あ る。 生越(1982)は(1)と(2)に

見 られ る よ う に 自動 詞 の ス ル に対 して韓 国語 は皿類の受 身形 「到叫 」が

対応 す る例 を取 り上 げ,韓 国語 にお い て 能動 形 「糾 τ}」 と受 身 形 「"f」

の 区 別 は 主 語 が そ の 「動 作 の動 作 主」であ るか否 かに よる もの と述べ てい

る。それ以降,辛(1993),鷲 尾(1998),生 越(2001a),生 越(2001b),サ

(2002)な ど幾 つ か の対 照 研 究 が 行 われ たが,い ず れ もIH類 の受 身形,と り

わけ 両語 の漢 語 動 名 詞(VerbalNoun)に お け る ス ル と 「糾 τ斗 」・「到 τ十」

の対応 関係 に焦 点が 集 中 してい た。 この ような対応 関係 を図で示 す と,

(3)の よ うに なる。

(3)漢 語VNス ル と漢語VN「 古}τ刊 お よび漢語VN「`1」 の対応関係

漢語VNス ル(能動形)⇔ 漢語VN言 ト叫(能 動形)

⇔ 漢語VN羽 τ斗(受 身形)⇔ 漢語VNサ レル(受 身形)

ヂ(2002)で は,両 語 の 問 に こ うい う関係 が 成 り立つの は,接 辞 ス ルが

有 す る意 味 特徴aす な わ ち 「非 対 格性 」 と 「非 能 格性」 の二重性 による も

の と述べ てい る。 日本語の 自他 両用動詞の場合,自 動 詞 に韓 国 語 は(4)～

(6)の よ う に受 身形 の 「到 τ羽 が 対 応 している ことについ て もスルが有す

るこの意味特徴 と関連付 けて説明 している。

(4)a.制 限 をf.;,1'。(辞)制 限 ・音 緩和 苛t斗.

b.寒 さが1.;./`。(辞)半 羽 井 緩 遡.

⑤a.彼 女 は長 年 の夢 を寒 現⊥Lた 。(用法)ユ 同モ 皇 翅 晋 音 塞理甚}.

b.希 望 が塞 躯 。(辞)希 望 。1塞 塑 並h丑.

(6)a.書 きか けの作 文 を逃 。(用法)作 文d完 成 銀τ}.

b.作 品が完雌 。(用 法)作 品61完 斑 匡L.

さ ら に,韓 国語 は ⑦ と(8)の よ うな有 対 自動 詞 の 場 合 も受 身形 で対応

する ことが多い。

⑦j.… ぶ ら りと顔 の まん 中か らぶ ら さが っているのである。(自昇)

k.… 引暑 司暑 望量 妊昇 屯 司 刈 早 司 剛せ 司 銀モ 漠011斗.(ヱ)

(8)j.… 困難 を極 め た入 門 まで の過 程 も,古 竹 の記 憶 の 中で は一 生浬

な上}恨 み に も似 た光 の 中 に包 まれ ていた。(金 翅 鳥)

k.… 司 唱 ヱ σ1司銀 望 唱呈 到 斗 碧 三 ヱ ・奇 到71唄 舎 州モ∋ 望 層 音
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井王 ～突フ1ス1蕗 セ 重}斗三 吾 亙 重}喫 今 州 舛 明 叙U}.(量 λ怪)

こ こ まで み見 て きた(1)～(8)の ような ヴ ォ イスの対 応 関係 か ら,韓 国 語

は 日本語 よ り受 身 形 が多 く用い られているaと い う見 方 が可 能 で あ る と思

われ る。

ところが,最 近 この よ うな現 象 と矛 盾 して いる ような見解 も出されてい

る。許(2001),金(2001)r鄭(2002)な どが 挙 げ られ る。 まず,許(2001)

で は,日 本 と韓 国 の テ レ ビ ドラマ を 一本ずつ選 びfそ れ らの会 話 文 で の受

身 の使 用 率 を調べ,韓 国語 の方 が 日本語 の3分 の1程 度 に過 ぎなか った,

とい う分 析 結 果 を提 示 してい る。 しか し,こ れ は 同一 の ドラマ を分析 した

結果 で ないため,両 語 の 受 身文 の使 用 に関す るデ ー タとして用 いる場 合は

注意 が必要である と思われ る。本稿 の第4節 の小 説 デ ー タの分 析 か ら分 か

る ように,ド ラマ や小 説 は ど うい う事 柄 が取 り上 げ られ るか によって受 身

の使用が大 きく異 なるか らである。 また金(2001)で は,「 視 点 対 象 の一 貫

性 の た め主 語 を固定す る傾 向が 強い 日本語 は,動 作 主体 中心 で談 話構 成 を

す る韓 国語 に比べ,受 動文 が多 く用 い られ る」,さ らに鄭(2002)で は 「韓

国語 で の受動 文 は 日本 語 に比べ非常 に使 用範 囲が狭い」 と述べ てい る。 金

(2001)と 鄭(2002)の ような 見方 か らは(1)～(8)の よ うな例 は ど う説 明 で き

るだ ろ う。

本稿 では,こ の よ うに一 見矛 盾 す る よ うに も思 われる両語 の受身文 の捉

え方 を確認 すべ く,日 本 語 と韓 国 語 で書 か れ た 中短 編小説 をそれぞ れ5編

ずつ 選 び,そ れ をそ れぞ れ の対 訳 本 と照 ら し合 わせ なが ら受 身文の対応 の

様相 を調べ た。両語の受 身文の対応 関係 の内訳 は第4節 の く表4>と 〈表

5>の 通 りで あ る。 小 説 とい う限定 され た ジャ ンルのデ ー タ(以 下 で は,

この調 査 で得 られ た受 身文 に関す るデー タを《デ ータ》 と記す)で はあ る

が,韓 国語 は 日本 語 よ り受 身 形 を 多 く用 い てい る,と い う結 論 と な り,

(1)～(8)の よ うな対 応 関係 の根 拠 が 得 られ た。 しか し,こ れが 直 ち に 「韓

国 語 は 日本 語 よ り受 身文 を好 む」,と い う こ と に は至 らな い 。 ま た,金

(2001)や 鄭(2002)の 考 察 が 全 面 否 定 され る もの で もない。以下で は,《

デ ー タ》 を拠 り所 に しなが ら この結論 の根拠 を次の ような順序で取 り上 げ

てい く。それ によって,韓 国語 の方 が 日本 語 よ り受 身形 が多 く用い られて

いる ような現 象 と,こ の現 象 と異 な る見 方 が どう して共存 しているのかが

明 らか になる と思われる。

第3節 で は,韓 国語 の受 身形 式 の特 徴 を取 り上 げる。
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第4節 では,日 韓対訳小説のデータを分析する。

第5節 では,韓 国語の受身表現 に対する日本語の対応関係 を取 り上げる。

第6節 では,日 本語の受身表現 に対する韓国語の対応関係 を取 り上げる。

第7節 では,本 稿の考察をまとめる。

3韓 国語の受身形式の特徴

《データ》の分析に入る前 に,日 本語 より形態的 ・統語的に複雑な様相

を呈 している韓国語の受身形式を見てみよう。

3-1韓 国語 の受 身 形式

韓 国語 の受 身文 は3種 類 あ る。 以 下 で は,そ れ ぞ れ を 「1類 の受 身文 」

「H類 の 受 身文 」 「皿類 の 受 身 文」 と呼び,そ の 同定 の基 準 とな る形 態 を

「1類 の受 身形」 「H類 の受 身 形」 「皿類 の受 身 形」 と呼ぶ。

3-1-11類 の 受身 形

「1類 の受 身 」 は,固 有 語 の 他 動 詞 語 幹 に受 身 接 辞 「一。1-,一 司 一,

一"1- ,一 フ1-」 が 付 加 す る こ とに よっ て 受 身動 詞が派生 され る方法 であ

る。

(9)1固 有 語 他 動 詞1+E61-,一 司 一,一 司 一,一 フ1>1類 の 受 身動 詞

(10)乱 石 翌r}司 レ『 壁 音 葛}司1斗.

電 車 の 中で足 を踏 魍 。

b.叫 噌dl囚 刈 層01モoトo}暑 司1州 暑 司 舛 司 銀 銀叫.(司 スD

売 店 で載 京 は子 供 た ち に囲 ままL⊆ い た。(食 事)

(10a)の 「雷 司1斗(踏 まれ る)」 は他 動 詞 語 幹 「昏 一(踏 む)」 に受 身接

辞 「一司 一(ら れ)」 が 付 加 す る こ とに よ って 派 生 された1類 の受 身動 詞 で

あ り,(10b)の 「暑 司 舛 。11斗(囲 まれ る)」 は他 動 詞 語 幹 「暑 モ『～叫一

(囲 む)」 に受 身接 辞 「-61-」 が付 加 す る こ とに よ って 派 生 された1類

の受 身動 詞 で あ る。

3-1-2H類 の 受身 形

「H類 の受 身」 は,固 有 語 の他 動 詞 語 幹 に受 身 接 辞 「-C『/叫 ス1τ}」 が

付 加 す る こ とに よっ て受 身動 詞が派生 される方法 であ る玉}。

(11)1固 有 語 他動 詞1+1一 司/。}ス1u}1>H類 の受 身動 詞

(12)a.d。 回 碧 プレ}曲 。
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紙飛行機が越 。

b.老 斗 骨 号 舎dl子 対刈 埜 司フ1薯司1司 司 ス1ぞ 銀五.(《 ト合)

いつ も人 の手 に よって しわ くち ゃになってゴ ミ箱 に捨 て られた り

しました。(鹿)

(12a)の 「吐暑 司 ス1τ斗(作 られ る)」 は 固 有 語 の 他 動 詞 語 幹 「暗 号 一

(作 る)」 に受 身接 辞 ト 司 ス1τ斗(ら れ る)」 が 付 加 す る こ と に よっ て派 生

され たII類 の受 身 動 詞 で あ り,(12b)の 「司 司 ζ『ス1叫(捨 て られ る)」 は

固 有 語 の 他 動 詞 語 幹 「司 司 一(捨 て る)」 に 「一司 ス1τ斗」 が 付 加 す る こ と

に よ って派 生 されたH類 の受 身動 詞 で あ る。

3-1-3皿 類 の受 身 形

「m類 の 受 身」 は,「 動 作 性 名 詞+糾 τ斗(す る)」 か ら な る動 詞 に接 辞

「一碑 司」 に替わ って受 身接 辞 「一到叫(さ れ る)」(A群)「 一 せ1斗(さ れ

る〉」(B群)「 一マま言丁1斗(さ れ る)」(C群)が 付 加 す る こ とに よ って受 身動

詞 が 派生 され る方法であ る。

(13)1動作性名詞+言 トτ斗1+[亘 ヨ]>IH類 の受身動詞(A群)

1動作性名詞+さ レ斗1+匿 ヨ]〉 皿類の受身動詞(B群)

画 作性名詞+言 ド斗1+囲>m類 の受身動詞(C群)

(14)a.p『 ユ01ズ咽王 ・王司『'f.

犯 人が逮捕 翅 。(A群)

b.徳 組 想 宅01踏 名 司一想 号 呈 早 司 柔 石 璽}τ斗.(B群)

成先 生 が 多 くの学 生 か ら豊 聾 。

c.三 三 モ λドa。瑚 レ暑言肩・ま言トτ平.(C群)

見知 らぬ 人 に麺 。

(14abc)は 「逮捕 一言ド斗」 「尊敬 一糾 τ}」 「殺 害 一斗 τ刊 の よ うな 「動 作

性 名詞+誹 τ斗 」 か ら な る動 詞 にそ れ ぞ れ意 味的 ・統語 的特徴 によって受

身接 辞 「一判τ}」 「一魁 叫 」 「一廿さト1斗」 が 付 加 され 「逮 捕 一司 し刊 「尊

敬一稟}τ斗」 「殺 害 一望 糾 叫 」 とい う皿類 の受 身動詞が派生 された。

ここまで,韓 国語 の3種 類 の受 身 形式 を見 て きた が,韓 国 語 は なぜ こ

の よ う に受 身 形 式 が多様であ るのだろ う。受 身形式が多様 であるのは,一

つ の 形式 が 不 完全 で あ る,ま た は安 定 してい な い,言 い換 え れ ば受 身形 式

に共 起制 約 が多 い,と い う こ とに な る と思 われ る。以 下では,韓 国語 の3

種 類 の受 身形 式 が そ れぞ れ ど うい う制約 を持 ってい るのか を見てみ よう。
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それによって,韓 国語の3種 類の受身形式の共存の理由が明らかになると

思 う。

3-2韓 国 語 の 受 身形 式 の制 約

3-2-11類 の 受身 の 場 合

「醤 司叫(踏 まれ る)」,「 号 司 舛 。11斗(囲 まれ る)」 な どの1類 の受 身形

の 大 きな特 徴 は 「非 生 産性」で ある。三つ の受 身形式 の中で,「 一 番 典 型

的」 と言 わ れ て はい る ものの,「 語 彙 的」 と呼べ る ほ ど特 定 の 動詞 だけが

受身形 に派生で きる。その数 の少な さは幾つ かの研究 で取 り上 げ られて き

たが,全 部 で200個 を超 え ない 。 筆 者 が5年 以 上,小 説,新 聞,雑 誌,

随筆 な どか ら採 集 した1類 の受 身動 詞 は157個 に過 ぎな い。 この 数 に は

「暑 司 一舛01叫(囲 まれ る)」,「 苦 一看 司じ}(捕 まえ られ る)」 の よ う な複

合動 詞 も含 まれ て い る。韓 国語 の動詞の数が どれ くらいあ るかは定 かで は

ないが,こ れ は あ ま りに も少 な い数 で あ る。 また,動 詞 に よって は受 身 と

見 倣 せ ない ほど受 身の意味が希薄 な例 も多 々見 られた。 さらに,そ の 用 法

が まれ に しか見 られ ない 動詞 もある。

3-2-2H類 の 受 身 の場 合

H類 の 受 身形 式 は多 くの論 文 で制約 な く受身動詞が派生で きる と述べ ら

れてい る。例 えば,南 基 心(2001:307)で は次 の よ うに述べ られ て い る。

cス1叫( 一叫 ス1仁D'朔 到 量 司 号 芒 望 壁 ぞ 刈 叫 。}叡 。レ 『到 三 モ

暑 λ}く¶ 埜 虹亡}.
cス1叫( 一叫 ス1叫)'に よる受 身 は

,特 に大 きな制約 が な くほぼ あ らゆ

る動詞 に使用 され る。(訳 は筆 者)

しか し,実 際 の ところ,H類 の受 身形 も大 きな制 約 を持 って いる。それ

は,対 格 標 示 の 名詞 句(NP)と は共起 で きな い}と い う点 で あ る。対 格 標

示 のNPが 共起 す る受 身 文 よ り共 起 しな い受身文 が多 いため,す なわ ち3

項動 詞 よ り2項 動 詞 構 文 が多 い ため,目 立 た ない一 面 が あ る。 しか し,こ

れ は大 きな制約 で あ り,《 デ0タ 》 の分 析 か ら も明 らか で あ る。本稿 の第

6節 で の 考 察 で浮 き彫 りにな るが,こ の 特徴 は 日本 語 の受 身文 の生 産性,

言 い換 えれ ば,韓 国 語 との 非対 応 の 一 因 とな っ ている。生越(2003)か ら

関係 の あ る例 を引 用 して み よ う。
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(15)k.λ}・フ≦ト召61し}6η フ11ユ{翌・{}Tづ艮『[T.

一*t}モ 《㌃を 昭 。個 刈 ユ 望音 手 ・判ス隙 叫 .

j、社 長 が 私 に蝕 仕皇 を与 え た。

→ 私 は社長 か ら廻 土皇 を与え られ た。

日本語 は(15j)の よう に,対 格 標示 のNPと 受 身形 が 共起 しうるが,韓

国語 の場 合,(15k)の よ うに受 身 文 が 成 り立 た ない 。 その理由 は幾つかの

観点 か ら論 じられ るが,ま ず言 え る こ とは,受 身接 辞 「一く『/。}ス1τ刊 と

「ユ 望音 」 とい う対 格 標 示 のNPと の共起 関係 であ る。 文 型 を変 えてみ よ

う。

(16)k.ノ}_≦野昭01L十c¶ フ11ユ 皇ユ{}.手づ艮τ二}.

→ 《レ翫1立 呈早 司 叫 司囲 ユr窪 。1Tス 隙 叫 .

j.社 長 が私 に包 仕皇 を与 え た。
一→社長 か ら私 に鯉 与 え られた

。

(16k)の よ うに,対 格 標 示 の 「ユ 望・音 」 を主格 標 示の 「ユ 望61」 にす

る こ とに よっ て,受 身接 辞 「一司 ス11斗」 との衝 突 が避 け られ,文 は文 法 性

を獲 得 した 。以 下 の例 も対象が主格標示であるため成 り立 った受身文 であ

る。 これは,受 身接 辞 「一列 ス`1の 後 項 を なす 「ス`1」 が 本 動 詞 と し

て持 つ意 味 ・統 語 的性格 と関係が ある。

(17)k.し 刊フ11÷∋寛}望 到 フ1司rolTゑ1=}.(ロ}冒)
　ノヘノヘノ　 　ノヘノい

j.私 には勲 ひ拠脛艮牟皇趨Lた 。(庭)

(18)kユ 司し}燃r判 鯛 項 咽{∋ 岬 ま嘲 回 遭 。陞 碧r入1

叫」をフ図 望U}.(号 朔)

j.し か し簾{皇 拠,い つでも…(灯 台)

「非 生産性」 とい う制約が 目立 ってい た1類 の受 身形 の場 合,返 って

「全 体 一部分 」 の関 係 を成 す構成 であれば,(19)と(20)の よ うに対 格 標 示

のNPと 共起 で きる。

(19)k.d}フ}列 州 刈 剛 暑 卍 σ1斗虹.ム 司三 升 咽 ヲゆ『司 屯 刈 ♀ モ 至 司暑　
威 亡}.(・到λD

j.お 嬢 さんに撫 蹴 っ飛ばされたスピッが…(食 事)

(20)k..・ 暑1叫 モ斗『し1Q1◎ 刊フ引 ユ じ1÷ …一豊 号 ・{}`1刈1ブ11一 苦 号 剋1=T.(『 日刊三)　
J・す ぐ追 っか けて きた崔 に彼 女 は手首 を強 く捕 まえられる。(バ ド)-

3-2-3皿 類 の 受身 の場 合

IH類 の受 身形 は,例(14)で 見 た よ うに,「 逮 捕 」 「尊 敬 」 「殺 害」 な ど主
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に漢語VNを 中心 とす るNPに しか接 続 で きな い。 固有 語 の場 合,次 の よ

うな例 が挙 げ られ るが,漢 語VNの 生 産性 に比 べ る と,僅 か な数 で あ る。

(21)a.叫 看 古ト叫《 締 め切 る)→ 叫 看斜 叫(締 め切 られ る)

b.司 苦 。1糾τ斗(繰 り返 す)→ ・到 著 。1羽工斗(繰 り返 され る)

こ こ まで の考 察 か ら,韓 国 語 に は3種 類 の 受 身形 式 が あ る が,そ れ ぞ

れ大 きな制 約 を持 っ て い る ことが分 かった。それ を纏 める とく表1>の よ

うに な る。

<表1>韓 国語 の受身形式の共起制約および生産性

1類 H類 皿類

一。1司 司 フ1一 一・Ψ 叫 ス1叫 一到 τ十 一里叫 一・ま言叫

動詞に接続 0 0 × X X

(動)名 詞に接続 X X ○ 0 0

対格NPと の共起 △ X X 0 0

語種(固 有語) 0 ○ △ O △

語種(漢 語) X coy 0 O 0

生 産 性 ・) X 0 ○ O △

この ように,韓 国語 の受 身形 式 は複 雑 な様 相 を呈 していて,し か も制 約

も一様 で は ない ため,そ の形 式 の認 定 をめ ぐって研 究者 に よって意見が分

かれている。それを幾つか紹介す ると(22)の よ うにな る。

(22)受 身形式 の認 定 をめ ぐる観 点

1類 だ け 任(1978)r李(1991),禺(1997)

1類+H類 だ け 南 ・高(1985),南(2001)

1類+H類+皿 類 崔(1929/94)}塚 本 ・鄭(1993),

ホ径(1994,1998),李 ・i薬(1999),

許(2001),金 允信(XOO1)

本 稿 で は,こ の三 つ の派 生 方法 を認 め る立場 で論 を進 める。韓国語 の受

身形 はく表1>か ら分 か る よ う に,相 互 補 う形 で 存在 して い る ため,受 身

文 の 特徴 を浮 き彫 りにす る ため には全体 として捉 える必 要があるか らであ

る。
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4日 韓対訳小説のデータの分析

前節では韓国の受身形の複雑さ,多 様 さを見た。これを考慮に入れなが

ら,日 韓対訳小説の分析に入ろう。

4-1対 象 作 品

本 稿 で分 析 対 象 と して選 んだ小説 は,両 語 と もに5編 ず つ,全10編 で

あ る 。 韓 国 語 に翻訳 され た 日本 の小 説(以 下,「 日→ 韓小 説 」 と称 す る)

は主 に有 名 作 家 の 短 編が 多か っ たのに比べ,日 本 語 に翻 訳 され た韓 国 の小

説(以 下,「 韓→ 日小 説」 と称 す る)は 近 年 話 題 に な っ た作 家 また は作 品

が 中心 で,中 篇 が多 か っ たのが 一 つ の特 徴 で ある。

4-1-1日 →韓 小 説

5編 はい ず れ も男性 作 家 に よっ て書 かれた ものであ り,韓 国 語 へ の翻 訳

は主 に出 版 関係 者 に よる ものが多 い。「韓→ 日小説」 よ り意訳 が 目立 つ。

時代 も80年 ほ どの隔 た りが あ る。作 品の 内訳 はく表2>の 通 りで あ る。

<表2>「 日→韓小説」の内訳

作品 略名 年度 作家 韓国語訳名 略名

鼻 鼻 1916 芥川龍之介 呈 ヱ

伊豆の踊り子 伊豆 1927 川端康成 。1三到 早司 。1ろ

畜犬談 畜犬談 1939 太宰 治 叫 号 。1。1。レ1 叫号 。1

TVピ ープル TV 1989 村上春樹 TVA TV

或る恋の物語 或る恋 1996 村上 龍 司と ス博 到 。1。國 司と

4-1-2韓 → 日小 説

5編 の 中で 「金 翅 鳥」 を除 い て は,女 性 作 家 に よ って書 か れ た もの であ

り,韓 国文 学 の研 究 者 に よ る翻 訳 が 多い。時代 は20年 ほ どの 隔 た り しか

ない 。作 品の 内訳 はく表3>の 通 りで あ る。
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<表3>韓 → 日小説の内訳

作品 略名 年度 作家 日本語訳名 略名

号λ怪 晋《怪 1982 李文烈 金翅鳥 金翅鳥

晋 晋 1993 孔枝泳 夢 夢

叩三里Ia音 ヌトLス ト 日月三 1993 申京淑 バ ドミントンをする女 バ ド

言}叫ヱセ 叡叫 古TL}呈 1994 崔 允 ハナ コはいない ハナコ

叫川到 懇ス1 。囲 1998 股煕耕 妻の箱 妻

4-2日 本語 と韓国語の受身文 と受身率

「日→韓小説」5編 と 「韓→ 日小説」5編 の受身文の内訳はく表4>と く

表5>の 通 りである。《データ》を見ると,韓 国語の受身形の使用が目立

つことが分かる。本稿では,受 身文の相対的対応関係を表わす ものとして,

「受身率」 という用語を用いることにする。

4-2-1受 身率

「受身率」 は,一 つの作品に使われた受身形 と他の言語作品に翻訳 され

た場合 に使われた受身形 との割合を示す。「日→韓小説」および 「韓→ 日

小説」の受身率 を見てみ よう。<表4>と く表5>を 見ると,韓 国語の方

が 日本語 より受身率が高い,言 い換えれば受身形が多 く使われていること

が分かる。 この結果は,翻 訳者の翻訳スタイルによって多少の差が出るに

して も,一 つの傾向 として言えると思われる。全10作 品の中で,村 上春

樹の 「TVピ ープル」が3倍 近い受身率を見せるのは注目に値する。これ

にはある動詞の多用,す なわち両語の受身において語彙 レベルの問題が関

わっている。第5節 で触れる。また,太 宰治の 「畜犬談」だけが受身率が

低いのは,両 語の受身文の生産性,す なわち統語 レベルの問題が関わって

いる。 これについては第6節 で触れる。

4-2-2受 身形式 と受身率 との関係

今回の調査では,日 本語の受身文 と韓国語の三つの受身形式 との対応関

係 にも注目してみた。その結果 はく表4>と く表5>の 「両方が受身形」

の列 を参照されたい。
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5韓 国語 の受身表現に対する日本語の対応関係

一韓国語 とヴォイスの不一致を見せる動詞および表現を中心に

前節 の〈表4>と く表5>で 見 た よ う に,韓 国 語 は 日本語 よ り受 身率 が

高 い。以下では,ど うい う条 件 が韓 国語 の受 身率 を支 えてい るのか,《 デ

ー タ》 を用 い なが らそ の傾 向 を見てみ たい
。

5-11類 の受 身 形 の場 合

5-1-1自 動表 現 と受 身表 現

韓 国語 の受 身文 の多 くを占めているのは,日 本 語 は 自動表 現 なの に韓 国

語 は受身表現の場合である。 まず,実 例 を幾 つ か の グル ー プ に分 け て見て

み よう。

5-1-1-1「 連 体 形」 の場 合

(20)j.… 車 窓 の上 にぶ らさが っ た持 ち手 に救命袋の ように しがみ…(夢)

k… ヌ柊}・♀1dl1モ}剋 ・舎召一〇1暑 子 噌r刊刈 弔 早d1召 ユ1設o干 刈01刈

…(晋)

(21)j.… 彼 の 目の ふ ち に た まっ た涙 が 目尻 にひいてい くの ばか り…(夢)

k.… ユ"1・セー7トo刊喫 竜L-L一暑 曵}{}01LL-、五1呈 ノ寸ユ モ'1一三LLろ ミ…(晋)

5-1-1-2「 一て い る連 体 形」 の 場 合

(22)j.黒 い輪 を巻 い た先 の尖 っ た木 の籠 が合掌 している ように墓 ま2二 ⊆

い る水路 …(ハ ナ コ)

k.唱 名 司暑 亭 暑,晋01里 否 耐 叫 早 号 ス1号o}脅 蒼 言ト昊 _Rs__.bl

L
LT…(言Tl斗 ヱ)

(23)j.… ぶ ら りと さが って い る鼻 の さ きをつ まんでみ て,年 …(鼻)

k.・・。t羽暑 司 暑 ロ刊量 司 銀モ∋」証吾{}剰 φiL}d1設 三1昊・古Tj1…(三L)

(24)j.或 るい は優 れた血 が じっ てい る の か も知れぬ と思 わせ る ところ

…いつわ りであ った。(畜 犬 談)

kユ 叫 叫 翅 鴛 金ylフ ト噌 σ1銀 銀q環 立 呈∴皇。1モ 子 司 呈 … ユ 州

6}日 銀1斗.(叫 号01)

5-1-1-3「 一て い る終 止 形 」 の場 合

(25)j.そ こで青 い 芹 の茎 が 半 分 ほ ど水 に浸2ユ た 。(バ ド)

kユ 昊 州 叫 量 ロ1叶司 号 到 司 司 フ}吐R暑 朔 看 対 銀 銀叫 .(剛 三)



78

(26)j.ド ア が 開 い て い る ん で す 。(妻)

k.モ019皇 モ『9艮01」臼。一.(o}L肩)

(27)の よ う な 自動 詞 も韓 国 語 の 受 身 表 現 と対 応 して い る 。

(27)ま じる(網01t斗)

替 わ る(叫 荊 τわ

た まる(喫 司1斗)

溶 け る(署 己1τ斗)

捕 まる({卜司τキ)

後 ず さる(鬼司 τゴト)消 え る(製 フ1τ斗)

この よ うに,韓 国語 の1類 の受 身形 の多 くは 日本 語 の 自動表現 と対応 し

ている ことが分 かる。特 に,「 連 体 形 」,「一て い る連 体 形 」,「一て い る終 止

形 」 の場 合,日 本 語 と韓 国語 の 間 に ヴ ォ イス の不 一致 が顕著 に見 られ る。

(20)～(27)の 例 を見 る と,い ず れ も 「状 態 変 化」 また は 「結果状態」 を表

わ してい ることが分かる。韓国語 の この ような特徴 は,次 の状 態 変 化動 詞

の場 合 に も見 られる。

5-1-2状 態変 化 動 詞

「変 わ る」 「替 わ る」 「代 わる」 また は漢語 の 「変色 す る」 「変容 す る」

「変質す る」 な ど,動 詞 の 語 彙 的 意 味 に 「状 態 変 化 」 または 「結果状態」

が含 まれてい る場合,韓 国語 は(28)～(32)の よう に受 身形 に なる句。

(28)」.新 聞 の一 面記 事 の主題 が変 扱 よ う にな り,時 折 は…(夢)

k旭 モ 到 望 屯 フ1《國 手 刈7}叫 荊 刈 月 銀ヱ,フ ト晋{}…(晋)

(29)」.か の女 の住 所 は数 回替壇aで な けれ ば …(ハ ナ コ)

k.ユ1『 到 手 至 モ・司 司 剋 旧靭1銀 フ車 斗 叫 し1屯 …(さ}1斗ヱ)

(30)」.… ア ナ ウ ンサ ー ら し く,深 刻 な表情 に変 世 。(妻)

k.…o盟 ラ『甘 刈 頽 之陸}喫 喫 皇 呈 叫 コ円(y1銀 銀じ干.(6囲)

(31)j.し か し古 竹 が,つ い に秋 史 に よって 集成 され … その鳥 もまた変昼

していった。(金 翅 鳥)

kユ モ牛斗 ヱ 奇01,晋 用 条 朴 列 到 司 唱 碧 羽 ヱ … ユ 川 王 量 屯甚月

気1斗.(晋 λ怪)

(32)j.そ して こんなふ うに変質上 は じめ た雰囲気 の中で当惑 を…(ハ ナ コ)

kユ 司ヱ6擢 刈 電4月 フ1入P酵 丁モ 呈 ♀レ1舎 明梶 隣 …(古干し}呈)

集 まる(玉LOlt二})和 ら ぐ(暑 司 τ斗)

混 じる(引 弔01u})つ く(望 司 τキ)

切 れ る(晋 フ}1斗)浸 る(看 フ1じD

変 わ る(叫 刊 ゼD散 らば っ てい る(望 司 銀τ斗)

裏 返 る(判 噌 司叫)詰 ま る(叫 司 仁D

取 れ る(看 司1斗)
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5-1-3他 動 詞 と共起 す る 「一て あ る構 文 」 と 「一ている構文」

さらに,主 に場 所 を表 わす 二格 と共起 す る 「置 く」 「積 む」 「書 く」 また

は 「記載す る」 「登 録す る」 の ような一部 の他動詞 が 「一てあ る」 または

「一ている」動 詞 と共起す る と,韓 国 語 は(33)～(35)の よ う に受 身 形 に な

る。

(33)」.テ ー ブ ルの 上 に置 いて あ った。(TV)　 ノwへJ
k.司o}暑 ・郭dl1着(月 銀τ斗(TV)

(34)j.同 じ も の が 同 じ場 所 に置 い て い な い と,と て も不 機 嫌 に な る の だ 。一
(TV)

k{}芒 暑 剤6レ 琶舎 智 至 司1寺 司 銀 ス1蕗 立 唱,暑 λ1L。 候}叫.一
(TV)

(35)j.私 は雨の音 に閉 じ込められてぼおっとして,流 し台に遡　
洗 い ものの食器 と,食 卓 の片 隅 に うず たか い ごみ袋 と…(夢)

k叶 モ 喫 至 司 州 を 司 刈 咽 糾 味 フ刊牛 司明P響 ・『 銀モ 堪 刃 ス1ユ 昊

暑 斗 司 叫 重}塑 。刊亭 聚}埜 司71暑 早 号」}…(晋)

これ らの動 詞 は 「位 置 変化 」 を表 わ していて,韓 国語 は 「状 態 変化 」 や

「位 置 変化」 を表わす場合,受 身形 に な りやす い こ とが 分 か る。

5-1-4視 聴 覚 動 詞

韓 国 語 の方 が 日本 語 よ り受 身率が高い ことには 日常 の中で頻度 の高 い動

詞が大 き く関わ っている。「見 える」 「聞 こえる」 とい った視聴覚動詞 の存

在がそれで ある。 まず,「 見 る」 を見 て み よ う。 日本 語 の場合,(36a)の

よ う に 「見 る 一見 え る」 の 自他 の対応 と別個 に(36b)の よう に 「見 られ る」

とい う受 身形 が存 在す るの に対 してs韓 国 語 は 「且 ・斗一且61t斗 」 が対 応

して い て,韓 国語 学 で は これ を 「他 動一受 身」 の関係 と して捉 えている。

(36)a.見 る一見 え る(他 動 一自動)旦 τト 里b忙}(他 動一受 身)

b.見 る一見 られ る(他 動 一受 身)且1斗 一P*旦oio1ス1叫/*(他 動一受 身)

した が っ て,(37j)と(38j)の 日本 語 が 自動 詞 文 で あ る の に対 して,(37k)

と(38k)の 韓 国語 は受 身文 に なる ので あ る。

(37)j.あ るい は 彼 ら は遠 近 法 の モ デ ル み たい に も見巡 言 える。

ATV)

k喜 名 ユ 暑 金 組モ 弔 到 三 望刈 望 里 剋1斗ヱ 三 豊 量 今 銀 叫.(TV)

(38)j.栄 吉 は むか い側 の料 理屋 の二 階 座敷 に呼 ばれて なにか うなってい

るのが,こ ち らか ら見訟 。(伊 豆)
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k.dllo1ヲ1ヌ1フ}71君 司.皇 司 噌到2=含 ・誹 司 叫 著 司 フト刈 ・早喫 剋

7}早 旦 ヱ1景 モ・環 。1。憐 司囚 ・..(。1ろ)

(39)の よ うに,H類 の受 身形 を借 りて 「見 られ る」 を訳 してあるが,か

な り不 自然 な表 現 で あ る。 「見 られる」 は(40)の よ うに能動 文 に な るの が

普 通 で あ る。

(39)j.僕 は見』 ∠⊆い た。(TV)

k.L7L叙 銀 じ}.(TV)

(40)j.見 坐 と.悪い じゃない か。(伊 豆)

k幽LL}里 ス1讐 月.(。1三)

(41)の よ うに複 合 動 詞 の場 合 は 日本語 も受身形が対応 している。

(41)j.… 時 間 とい う湿気 に浸 潤 され て古 びて しまった建物 の並 んでい る

通 りが見下 ろされる小 さな部屋。(ハ ナ コ)

k.… ノ・1社01モ7∋ 告 フ1dl1司 ・&到o㌍ 計oト 司 剋 遭暑 号01昔 司 刈of

L
L刃 司 フ}州 司U}且01÷ …4一薯 鹿}.(古}`f)

ま た,「 聞 く」 の 場 合 も 「見 る」 と類 似 した対 応 関係 を見せ てい る 。

(42a)の 「聞 く 一 聞 こ え る 」 の 自 他 の 対 応 に 対 し て,韓 国 語 は

「暑 τ斗一号 司 τ斗」 が 「他動 一受 身」の関係 をな している。

(42)a.聞 く一聞 こえ る(他 動 一 自動)暑 τ斗一号 司 叫(他 動 一受 身)

b.聞 く一聞 か れ る(他 動 一受 身)暑1斗 一*(他 動 一受 身)

c.聞 く一聞 か され る(他 動 使 役 受 身)"1一 ホ

そ の た め,(43j)と(44j)が 自動 詞文 で あ るの に対 して,(43k)と(44k>は

受 身文 に なる。

(43)j.彼 は梅 香 だ け に闘≦≧え亙 く らい の声で低 く重 々 しく答 えた。(金

翅 鳥)

k.ユL剛 書 州 翔 魁 号 望 只}吾 巽 ヱ 噌 誉 糾 刈 司 君 銀 τキ.(量 ス怪)

(44)j.足 音 も聞 こえ なか った。(TV)

k.壁4音 至 司三 暑 司 ス1宅き鍛1斗.(TV)

「聞 く一聞 か れ る」 は別 の動 詞 が対応 していて,受 身形 も使 役受 身 形 も

ない。 その ため,(45'J)の よ うな受 身文 に対 して は(45k)の よ うな能動 文 で

しか対 応 で きない 。
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(45)j.で もまあ オ レだっ て 「じゃ何 が 足 りないんだ」 と聞雌 答 え

られ ない…(あ る恋)

kユ 望 ス枳}咽 フ}早 恥 圖'叫 ヱ 暑 立 屯 中 註}尾}。1叡 ユ 目 ぞ

至 司 墾 …(L)

日常 の 中で 「見 え る」 と 「聞 こ える」が 「見 られる」 と 「聞かれる」 よ

り頻 度が高 い ことは言 うまで もない こ とである。 「旦 。}τ斗(見 え る)」 と

「号"T(聞 こ え る)」 が 韓 国 語 で は受 身 形 と して 見倣 され てい るため,

受 身文 の使 用頻 度 に大 き く貢 献 している。両語 におい て視聴覚動詞の文法

範疇 のずれ,こ のず れが 両 語 の 受 身率 に大 き く関与 してい るこ とが分か っ

た。<表4>で 「TVピ ー プ ル」 の受 身 率 が 目立 った の は この視聴覚動 詞

が多 く用い られていたためであ る。

5-1-51類 の 受 身動 詞 の拡 張 用 法

1類 の受 身動 詞 の 中 には,以 下 の よ うに慣 用句 に近 い 用法 を持 ってい る

動詞 も見 られた。

(46)j.幼 少 の ころ に は,も 少 し形 の均 斉 も とれ てい て …(畜 犬談)

k.司 司 張音U稽 ∋ 暑 釧 量 碧61看 司 郎皇 屯 刈 ユ1斗叫 …(旧}号 。1}

(47)j,そ れ で も足 ⊥ 立 近 所 近辺 の飼 い犬 こ とごと くを毒殺 して しまう

だろう。(畜 犬 談)

k。 四,ユ 朝1古}モ 環 魁 立 呈 三 司想 。1著 司 ス1曽 叫 暑 司回1銀 モ

フ刊量 期 モ 呈 至 司 苦 智 叫 叫 井 暑 杢渉}川 望 ス悔 呈 喜 叫.(叫 号 。1)

(48)j.勝 負 に豊 虫∠ユ 。(伊 豆)

k.舎 早 ◇11フ冒ノ1ユ01辛}司5艮5艮τぞ.(d1ろ)

(49)j.彼 女 は息 が 詰 ま ったがa母 親 は満足 そ うだ った 。(妻)

k.ユ 月÷∋含01叫 銀 司王6iロi叫 モ∋ 立 ・昊胡 戴工斗.(oト 用)

(50)j.い まで も さほ ど気 にな らない よ うな顔 を してす ま してい る。(鼻)

k.ス1号 玉三望.呈.亙 フ蓉61埜61ス1宅 き是∋ ろ!{}・舎 望 舌 呈 λ}ヌ1ロ1暑u調ヱ

b7ス1吐(ヲ)

これ らの 「せ 碧01看 司1斗 」 「司 碧01暑 司 τ斗 」 「層 唱d1邊 司τ}」 「宕・

ol叫 司叫 」 「亙碧(。1)埜 。1τ斗」 な ど は受 身形 で 用 い られ てい るが,受

身 の意 味 は非常 に弱 い 。対 応 す る他動詞構文があるが,日 本 語 の訳 を見 れ

ば分 か る よ うに 自動詞構文 に近 い用法 である。 こうい う動詞 の用法 も韓 国

語の高 い受身率 に関わ っているのである。
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5-2n類 の受 身 形 の場 合

H類 の受 身形 の場 合 も,1類 の受 身形 で取 り上 げ た よ うに,主 に 「連 体

形 」 「一てい る連 体 形 」「一ている終止形」 の用法で ヴ ォイスの不一致 を見せ

ている。例 を見 てみ よう。

(51)j.向 こ うず ねが 金属 にぶ つ か って盤 音が し,這 って行 こ う と し

て うつ伏 …(バ ド)

k碧 な 。レト到圭}。回 早 唄 司 〃刊ス1モ 至 司フ}鼠 ヱ,フ 団 フトと 叫 ヱ

望三 剋 …(日刊三)

(52)j.彼 は答 え の代 わ りにそ ん な彼 女 の顔 をぼんや りうかが いなが ら,

幽Lた 声 で 出 し抜 け に聞 い た。(金 翅 鳥)

kユ モ ・羽甘 司 亙 ユ 剋 ユ 同 釧 管 舌b「 噛 『日 磐 司 中 ト望 叡ヱ

看 モ斗剤 号至 司呈 暑等 暑 銀τ},(晋 λ怪)

(53)j.踊 り子 の今 夜 が雌 の で あ ろ うか と悩 ましか った。(伊 豆)

k.早 こ司到 .皇L・セ尾}61t『 唱 司 ス1÷… ろミ望刀トa}・ヱ 」4呈・"r.(01三 三)

(54)j.… 彼 の 内面 に 穏れ て い た石潭 先 生 的 な気 質が古竹のその徹底 した

自己否定…(金 翅 鳥)

k.… ユ 到 田 屯d[1念 刃 刈 銀 望 司 甘 週 想 瑚 唱 フ1墾01ヱ そ 到 ユ

逗 刈 赴 スレ1早 碧 …(晋 ス怪)

(55)j.… 飛 行 機 にs青 い ペ ンキが 少 し剥 げて い る の を見 ること,…(夢)

k.… 廿1碧フ1◎刊」}戻士Σ司1d1ユEブト至 量 弓ミフ町フ≦1ろミ音 五L・モ…-al,… ぐ晋・)

特 に このII類 の受 身動 詞 の 場 合 は,(53k)～(55k)に 見 られ る よ う に,

「形 容 詞 ・自動 詞 ・他 動 詞 →1類 の使 役動 詞(1次 派生)→H類 の受 身動

詞(2次 派 生)」 の よ うな 派生 経 路 をた どっ た語 も含 まれ ている。 これ を

整理する と,(56)の よ うにな る。

(56)形 容詞

目噌叫

自動詞 他動詞 使役動詞(1次)受 身動詞(2次)

司唱司τ平

告4合 フ1叫

唄τ干 唄フ1叫

司 噌 司 ス1じ}(汚 れ る)

念 ヌ1ス`T(隠 れ て い る)

唄 ヌ1ス1じ干(剥 げ て い る)

H類 の受 身形 も1類 の受 身形 と同様 「状 態」 また は 「状態変化」 を表 わ

す場合,受 身 形 にな りや す い こ とが分 か る。

5-3m類 の 受 身形 の 場 合

5-3-1A群 「到 τ斗 」 形 の場 合

日本 語 の 自動 詞 のスル に対 して,韓 国 語 は 同 じ く自動 詞 の 「き}1斗」 で
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はな く受 身形の 「到・斗 」が対応 してい る現 象 につい ては先行研究 で触 れ

た。以下では,今 回 の 《 デー タ》 か ら見 られ た幾つかの例 を見てみ よう。

5-3-1-1「 漢 語VN十 スル 」 と 「漢 語VN十 一1」 の対 応

(57)j.ほ とん ど魁 た半 身 の た め容 易 で は なか った。(金 翅 鳥)

k叫 司(麻 痺)斜 『叫刈 司 妊 魁!9剛 モ 州 唱 スレ}蕗 鍛叫.(晋 ス1至)

(58)j.と い うか,そ れ に付」随並 あ らゆ る もの 要 す るに日曜 日の夕

方 的状況…(TV)

k.。囲 司 層斗 叫 刈 望 叫 電,ユ 叫 早 牛(付 随国 モー三 モ 唄 一豆 君 τ刊

唱 且(君 …(TV)

この他 に も(59)の よ うな対応 が見 られ た。

(59)閣 腿 こ と(関 係1L現)

園慰 ことで(関 係 砲 望呈)

自然 流 産 して以 来(自 然流 産7T)

充 適⊥∠⊆お り(充 満1銀 ζ『)

筆才 と1鎧(望 刈斗 関連L)

麺4た 二 つ の(矛 盾L一 州 到)

変査Lエ い った(変 容 斜 銀τ干)

1111で(充 血 宅 七 立 呈)

優 性だけが遺 伝L(♀ 噌 吐 遺 傳 肩 ヱ)

うその よ うに蓋 錘且∠⊆(二痔喫望「刈 弔 萎 縮 三16i)

魍 ∠た ラ ジオの(麻 痺1叫 司皇 到)

進 五⊥≦ 皿 と しか(進 行 ユ司ヱi気 「含 唄只})

鯉劃 ∠⊆い た旅行(興 奮 宅as-)

沮 渇 」Lたか れ らは(澗 渇Lユo)

盟 は じめ た(変 質LL甚 斜 フ1)

魅 こ とはない ので(変 質LL一 望01叡 ◇レ『)

霊 魂 が蓋 発⊥Lた(唱 喜01蒸 発 瑚)

法案 が通 過⊥∠⊆(唱 吐01通 過 判oi刈)

5-3-1-2和 語 と漢語VNの 場 合

和 語 自動 詞 に対応 す る 固有 語動詞が ない場 合,韓 国語 は(60)～(63)の よ

うに,「 漢語VN+`1」 形 にな る こ とが 多 い。 この よ うな対応 も韓国語

の受 身率 を支 えている。

(60)j.暁 か ら始盆 そ の作 業 は朝 日が 高 く昇 る まで続 け られた。(金
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翅鳥)

k.λ刊弔 早 司 《14(女 台作)望 ユ4唱 ・ξ}6}一苓 胡 フ}蓋olr宍 音 朔刀トス1

靖トキ羽 銀叫,

(61)j.… 酒 を飲 み に行 き,キ ュ ーバ 産 の ラム で指先 と唇 が しびれて くる

くらい酔 って…(あ る恋)

k.…r含 音 叫 ス1司 プレ『,早 叫 祉vT呈 ・舎フト叫 こ叫of含 。1叫 司(麻

痺)皇 叫 η}ス1…(L)

(62)j.全 然 つ なが らなか った の だ。(あ る恋)

k.祉 卦 祖d1唱 峯1(連結)1ス1蕗 蚊 銀τ二}.(L)

(63)J私 の指 先 に固 い 緊張 感 が は っ き りと伝1≧ ≧エ 来 た。(夢)

k.川 ・舎晋 立 呈 叫 叫 耐 遭 を 看b1呈 噌 古}別 冠望1(伝 達)到 司 鉄 τ}.

(晋)

5-3-1-3和 語 の漢 語VN読 みの 場 合

韓 国語 の場 合,和 語 を漢語 読 み し,語 彙 の 中 に取 り入 れ たの も数 多 くあ

る。(64)と(65)の よう な例 を見 て み よ う。

(64)j.そ れ は明確 な死 の予 感 と幽 ものだ った。(金 翅 鳥)

k.ユ ろ1・a噌 斗 量 奇 音 到dl梶}・斗 を 早 望 漠01銀1斗.(号 ・ス1至)

(65)J… 二 つ の祖 反並 欲 求が た くみ に折 衷 されてsそ ん なあ だ なが付

け られ た の だ。(ハ ナ コ)

k.…T7}ス 回 甘 肚 宅 昇 子 フトユ 呈 さ圃 導 誉 羽屯刈ユ 屯 里層。1甚

明ゑ 望 ろlo11斗.(δ}1斗呈)

《 デ ー タ》か ら 日本 語 の 自動 詞 スル に対 して,B群 の 「壁 叫 」 形 また

はC群 の 「な 言トτ斗」 形 が対 応 している例 は見 られ なかった。 これは,「1

1斗」 形 が 主 格標 示 のNPと しか 共 起 で きな い の に対 して,「 早}τ斗」 形 と

「曽古糾 」 形 は対 格 標 示 のNPと 共起 で きる項 構 造 を持 っ てい る ことと関

係 がある と思 われ る。

対格標示のNPと 共起 す る 「魁t斗 」 と 「τま糾 τ}」 構 文 の場 合,塚 本 ・

鄭(1995)の よ う に受 身 形 で は な く本 動 詞 扱 い をす る研 究 もあ るが,≠

(2001)で 取 り上 げ た よ うに,韓 国語 の場 合,対 格 標示 は 日本 語 ほ ど統 語 的

制約 を受 けていないため,前 後 の修 飾 関係 に よって共 起 有 無がわ りと自由

である。(66)～(69)の 例 を見 てみ よ う。

(66)j.そ うや っ て泣 く客 をオ レ達 ボ ー イは上手 に無視で きる ように訓纏

されている。(あ る恋)
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k,ユ 碧 別 ♀ モ ー舎 昭音T且d1暑 名 ス}唱、ム唱 州h薯 司 古トモ 薯

屯音 魁÷∋じ干.(L)

(67)j,何 か ものす ご く重 要 な こ とが足 りない…中世の魔女裁判 のように

迫 害翅 。(あ る恋)

k.砲 フf石 層 瑚 皇 呈 誉 皇 量 環01哩 司…奇 刈 到 叫 同 刈 尋 刈 唱 叫 司

暑 魁 モーt斗.(く『と)

(68)j.質 問並 た の は詩 人 自身 だ ったが,私 の顔 が まず こわ ば っ て しま

った 。(夢)

k禿1呈 音 耳}名 唄 名 《1臼1叫 ン牡61銀 ス1魁 用 望者61q刈 是 司 刈 司

張叫.(晋)

(69)j.目 の前 にい る他 人 か らそ ん な風 に きっち りと存 在 を無雌一
.と.,…(TV)

k.セ 望 州 銀モt斗 剋dl1刈 ユ 剋 司 立 呈 列昊 さト刈 尋 刈暑 早 ス1甘言トー
屯,…(TV)

5-3-1-4自 他 両 用 動詞 の存 在

先 行 研 究 で取 り上 げた ように,自 他 両 用動 詞 の場 合,自 動 詞 に対 して韓

国語 は受 身形 が 対応す る。《デー タ》か ら以下の ような例 が見 られた。

(70)j.人 は傷 が瞳 後 に も,身 体 に残 るそ の傷 の痕 跡 に よって傷 を

記憶す る。(妻)

k.神 君 号 〇二な 刻 フト司 昇 砲1斗 ・音 朔三 暑 州 甘 叫 銀七一吾 司 呈.州 ユ

な 刈 ・暑 フ1曽量1斗.(。回)

(71).j。そ れが 卵 形 の り り しい顔 を非 常 に小 さ く見せ なが ら も,美 し く調

遮 い た。(伊 豆)

kユ 唄01翔 量 碧到 剛 剛 赴 望者 含 叫 手40ト 且61別 糾 屯 刈王 。}暑

噸}湾1王 麟 珂 ぐ『 銀銀 τ}.(01ろ)

5-3-1-5「 ～01/叫 引 叫(～ に な る)」 構 文 との曖 昧 な関係

く 表4>と 〈 表5>か ら分 か る よ うに,皿1類 の受 身 形 の場 合tA群 の

「月叫 」 の使 用 が 目立 つ 。 これ には,「 ～oレ 井 司1斗(～ にな る)」 構文 が

関係 あ る と思 わ れ る。 そ の関係 を見てみ よう。 皿類 の受 身接 辞 「瑚τ斗」

の本動詞 としての構文 お よび意味 は(72>の よ うに動詞 ナ ル に近 い 。

(72)j.彼 が大 統 領 簿 な った。

k.ユ7}明 筈 噌ol判 銀τ=}.(東亜)
リ

ナ ルは,常 に二 格 と共 起 す るが,「 月 τ斗 」 は漢 語VNと の 関係 にお い
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て二格 に相 当す る助詞 「61/フ刊 が省 略 され る場 合 が 多 い。(73)と(74)の

よう な例 を見 て み よ う。

(73)j.つ なが らなか っ た。(妻)

k.q弓 。1珂 ス1曽 蚊叫.(。 囲)

(74)j.全 然 つ なが らな か っ たの だ。(あ る恋)

k.組 」斗旭o}q君 到 ス1蕗 鉄 銀τ斗.(く『と)

こ の よ う に,「 ～ に な る」 の 意 味 合 い を持 つ 「～。1/フ}引1斗」 構 文 が,

助 詞 が 省 略 され た形 で 「漢語VN判 叫 」 構 文 に合流 して い る可 能 性 も高

いが,そ の判 定 は難 しい。 この点 につ いては,い ず れ統 語 的 フ ィル ター を

用 い て のテス トお よび整理が必要である と思 う。

5-3-2B群 「魁 τ羽 形 の場 合

5-3-2-1「 皇}叫」 形 の特 徴

皿類 の受 身形B群 「耳}叫」 は 「-1」 形 に比 べ そ れ ほ ど生 産 的 で は な

い 。 それはく表4>と く 表5>の デ ー タか ら も確 認 で きる。 《 デ ー タ》に

見 られた例 を見 てみ よう。

(75)j.今 私 た ちは ニ ュ ー タ ウ ンで分壷勤 た二十八坪 のマ ンシ ョンに住

んでい ます。(夢)

k.01魂 ♀ 司÷∋剋 三 《1朔 呈 誓 耳}名28噌 碍 司6ト 立}三州 智 日1斗.(晋)

(76)j.そ こ に はか の女 た ちが偶 然 参 加 した イタリア主催 の国際 インテ リ

アデザ イナー大会か ら始 まって,将 来 を艶 独 創性 を もっ

た一 組 の デ ザ イナー として独 立する までの過程…(ハ ナ コ)

k刃 フ1司トヒ ユ 暑 。1TLa」 智・月竜d1望 司 。ト手 司 号 刈 ・冠日同 司

弓 ス回 司 司司 司囚 λレ斗司 キ骨魁モ 号智～§含 スト己 量 磐到"1

ス}。1司呈 等 噌 さ}71叫 ス1到d・.・(さ 丁叫 呈)

5-3-2-2「 壁 τ刊 と 「受 け る ・も ら う」 の関係

「里・τ斗」 の本動詞 としての中心 的意味 は 「受 ける ・もらう」 である。文

によっては,授 受 動 詞 の 「手 τ斗」 と対 を なす場合が あるため,日 本語 との

対応 にお い て微 妙 なず れが生ず る。その例 を見てみ よう。

(77)j.し か し,世 間 の人 た ちの称 賛 を聞 け ば聞 くほど不思議 にも彼 は師

の称賛 を受 けたか った。(金 翅 鳥)

k.ユ 司 月一刈 甘 λ幌}号 到 刃 舎 音 暑 立 屯 ・暑 音 午昇01甘 叫 刈三 ユL

ム 告 到 碧 冬}音 尾}.ヱ翌 銀u}.(号 λ怪)

(78)j.… 彼 女 が花 屋 で注 文 を受 け た花 輪 を作 りなが らバ ラを挿 す ところ
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に菊 を挿 して…(バ ド)

k.… ユ 同 君 糾 剖o刊刈 手 呈 壁名 叫 選 音 叫 号 屯 刈 を 司暑 癸音 朴

司 朝レ号糾暑 妥ヱ 銀立 屯_日 刊三)

(77)と(78)の 場 合,日 本 語 は他 動 詞文 で あ るが,韓 国 語 は受 身文 に な

る。韓 国語 は 「称賛 古ド斗一称賛 稟}τ斗」,「注 文 叫 τ斗一注 文 里1斗」 とい う受

身 形 式 の認 定 範 囲 に収 まるが,日 本 語 はそ の範 囲 の外 側 にあ るか らであ

る。

その反対の例 もある。(79)の 場 合 は 日本 語 は受 身文 で あ るが,韓 国 語 は

受 身 文 と して認 め られ ない 。そ れは,対 応 す る能 動 文 の述 語 が 「*甘刈

(暑)古 ド斗」 で は な く 「甘 刈(暑)手{斗 」 で あ り,授 受 動 詞 の 用 法 に な る

か らであ る。

(79)j.内 供 は実 に この鼻 に よって きず つ け られる 自尊心 のために苦 しん

だのである。(鼻)

kし}。1子 モ 桑1名 。1ヱ 呈 剋胡 磐 刈 壁 モ 叫 善 忍 朔 呈 司国 呈♀械

q環01τ キ.(呈)

5-3-3C群 「脅 言}τ}」形 の場 合

「世U刊 形 と同様,そ れ ほ ど生産 的 で は な い。 陛}1斗 」 形 の よ うな授 受

動 詞 との重 な りはないが,「 や られ る」 とい う 「被 害 」 の 意味 合いを帯 び

る場合が多い。例 を見 てみ よう。

(80)j.そ れ に,そ れ まで抑 えつ け られ節 制 され ていた彼 の1血もそ こ には

しっか り一役 買 っ ていた。(金 翅 鳥)

k.刃 フ1ーじ}井 ユ 明 ワトス1唱 者 司ヱ 冠 刈 τま胡 無 望 ユ 到 司 三 量景音

旺}モ}司 隷τ斗.(号 ・λ1至)

(81)j.彼 が蟹雇 塾 た 後 には,彼 が 通 って い た工 場 の前 に定 食 …(夢)

k.ユ 井 胡ヱ τま赴 早 司モ ユ フト1斗日q号 を 望dl1せ 司 石 …(晋)

こ こまで,韓 国語 の高 い受 身率 に関 わ って いる動詞 お よび表現 の特徴 を

見 て きた。韓 国語 の受 身は1類 の受 身動 詞 の用 法,状 態 変 化 動 詞 の用 法,

視聴 覚動 詞 の用 法 か ら語 彙 的側 面が強い ことが浮 き彫 りになったと思 われ

る。語彙 的側面が強 い,と い う こ とは受 身 の仕 組 みが 生 産的で はないこ と

を表わす。韓国語の この ような特徴が 日本語 の受身文 との対応 において ど

うい う様相 を見せ てい るのかを次節 で見てみ よう。
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6日 本語の受身表現に対する韓国語 の対応関係

一日本語 とヴォイスの不一致 を見せる動詞および表現を中心 に

6-1自 発 動 詞

(82)j.思 い 出 され た。(夢)

k.ノ盟z}・ol!翠rτ斗.(晋)

(83)j.思 い 出 され た。(ハ ナ コ)

k.フ1く尋01ケ 丈丁斗.(さ}し}ヱ)

(84)j、 思 い 出 され る。(金 翅 鳥)

k国 ≦≧一毛…一τ干,(・毛トノ・1三ヨ三)

(85)j.思 い返 され た。(夢)

k.ロ苅{}毅 τ斗.(晋)

(86)j.思 わ れ る。(金 翅 鳥)

k.ノ盟之}ol号 銀 τ十.(晋 λ1三歪=)

(82)～(86)に 見 られ る よ うに,「 思 い 出 され る」 「思 い返 され る」 「思われ

る」 の ような表現 は韓 国語で は自動表現 になっている。「思い知 らされる」

な どは訳 し難い。

ま た,(87)～(88)に 見 ら れ る よ う にt「 生 ま れ る 」 も韓 国 語 で は

「司 列叫τ刊 また は 「1斗じ刊 とい う 自動 表 現 で 用 い られる。(89)の 例 も

含 め て,こ れ には 自動 詞 「叫・叫■ の 「自発」や 「状態変化」 とい う語彙

的特徴が関わっている と思われ るが,本 稿 で は これ の指 摘 に留 まる。

(87)」.iま1』 エ 初 め て(ハ ナ コ)

k.司 司1斗 刈音 ≦L呈.ぐδド斗ヱ)

(88)j.在 植 は死 ん だ本 妻 か ら生 まれ た総 領だった。(金 翅 鳥)

kス 個61モ 奇 名 薯 刈 。刊刻レ『k}尾}叫 号 。1銀U}.(量 λ怪)

(89)j.わ ず か一 三 歳 の とき母 を失 い,腹 違 いの秋 水 の手 で宜 璽 せ

い だろ う。(金 翅 鳥)

k対 ♀ 望 矧 磐 囲 ・羽 月 暑 鍵ヱ 。L-rT。 ト冠 半 牛 舎 。刊ス}叫せ

曵01司 　斗.(晋 λ怪)

6-2自 動詞 の 受 身 文

(90)J・ … ウ ロ ン者 と して魍 か も知 れ ないか ら…(畜 犬 談)

k.… 牛 ～ま赴 寺・O且 司 刈 暑 唱τ斗 裂 州 塁 ス1三…(叫 ・号bD

(91)j.つ いて 来 られて,た まる もの か。(畜 犬 談)
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k.叫 ヨ}O_モ月 『ぎトτ干L1ユ フ11・望 『1…}臼ユフ}・.(日}号61)

6-3使 役 受 身 文

(92)j.こ の犬 に は,幾 度泣盛 たか わ か らない。(畜 犬 談)

k.L}モ ∋01フ 刊u羽{}◎11{≧1ロ}・」}Oii…・-11… ・ス1玉L{≡i一仁}.(旧}・号01)

(93)j.お か げで 私 は外 出の たび ご とに,ず いぶ ん暗 い憂 畿 な気持 に させ

られた。(畜 犬談)

k.朔 モ 州L到 ≒き邊 剛qq刈1斗 フ1暑01・♀音 司1ス1フ1耳}魁τ平.

(P}号 。1)

(90)と(91)の 「自動 詞 の受 身 文」 と(92)と(93)の 「使 役 受 身文 」 は韓

国 語 で は対 応 で きない仕組みである。言い換 えれ ば,日 本 語 固 有 の受 身 タ

イ プで あ る。<表4>の 「畜 犬 談」 にお い て韓 国語 の受 身率が低 かったの

は,す な わ ち韓 国語 が 対 応 で きな か ったのは この作 品 に描 かれている状況

に自動詞の受身 と使 役受 身が用い られていたか らであ る。

6-4語 彙 的 受身 文

韓 国語 には,意 味 的 に受 身 を表 わ し,統 語 的 に 「～ 。¶刈 喫一τ干(～ に打 た

れ る)」 「一州 翔 叶 を 喫τ斗(～ に叱 られ る)」 「～州 司 望01喫 τ斗(～ に殴 られ

る)」 「～011刈 平 奇 暑 τ}(～ に叱 られ る)」 の よ う に受 身文 と平 行 して い る

が,形 態 的 に対 応 関係 をな して い な い,い わ ば 「語 彙 的 受 身 動 詞 」 が あ

る。

(94)j.鼻 をi雌 。(鼻)

k.呈 暑 喫・ス1讐 一音司1.(ヱ)

(95)j.叱 られ るか ら帰 ります 。(伊 豆)

k.o}{{}音 弓～」i≧.し1〃1・{i…-o「トィ}1→τ斗,(oレ ≡三)

(96)」,チ ェ に殴 塾 た ときに切 れ た彼 女 の 耳の付 け根がぶ くぶ く腫 れ上

が って…(バ ド)

k.司b11刈 刈 望 司喫1豪音 剛 司剤 ユL『到 調 フ}噌 尋.皇呈 著一暑 早 司

音i斗刈 …(旧 刊三)

(97)j.そ の 師か ら叱 られ なが ら も参加 した何 回かの鮮展 入選…(金 翅 鳥)

k.ユ ム 合dl1翔 平 奇一音 号 司 井 明 智 フ}重}嘆ｺ_…(号 ・ノ・lam)

視 聴 覚 動 詞 と同様,こ れ らの 動詞 も日常 の 中 で使 用 頻度が高 いため,前

者 が 韓 国 語 の受 身率 に大 き く貢献 しているの に対 して,後 者 は 日本語 の受

身率 に大 き く貢 献 しているので ある。特 に,(98)の よ うな受 身文 の場 合,

韓 国語 は能動 文 で しか対 応 で きない。動作 主が非情物であるため,動 作 主
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マーカーが 「611ン刊/重}司1Gこ)」 か ら 「暑(を)」 に替 わ って い る。 この文

は,「 雨 に降 られ る(司 暑 喫 τわ 」 と平行 して い る。

(98)j,オ レは 自分 で もあ ま り頭 が い い とは思 わないが,瀧 に打 た れ て

自己満 足す る のが アホだ…(あ る恋)

kl.喫 τ斗一*喫+pass.

k2.し}セ 司 司 フ}里 呈 奪 名 項 名 叫 日 ス恒L署 王 ぐ豊 喫 ユ 司 曾 叫

叙モ 唄01…(司 と)

この よ う に,能 動 表現 に対 応 す る受 身表現 が語彙 レベ ルで存在す る=場合

と統 語 レベ ルで 存在 す る場 合がある。 どうい う意味内容が語彙化 している

のか は言語 に よって異 なるが,日 常 の 中で頻 度 の高 い動 詞 ほ どその言語 を

特徴付 ける ことになる。

6-5対 応 す る受 身形 が韓 国語 に存在 しない場合

6-5-1「 非VN十 司一u}」 升多

韓 国語 の 皿類 の受 身形 「判1斗 」 「尾}1斗」 「な 言㍗τ斗」 は,(13)に 示 した

よ うに,「VN+古 ド斗」 形 に は対 応 で きる 。 しか し,「 非VN+斗 τ刊 の

場 合 は対 応 で きない た め,(99)と(100)の 「魁 一糾 叫 」 「舜 一言}叫 」 の よ

うな 「一 音 節 語+古 干叫 」 類fi)ま た は(101)と(102)の 「季 。ト 糾4」

「ロ1・♀1一言ト1斗」 の よ うな 「形 容 詞 派 生 の他 動詞」 な どには能動文が対応 し

ている。

(99)j.… オ レ は 二 歳 も年 下 の 上 役 に そ ん な こ と を 言 わ れ た ん だ よ,

ま あ予 感 は …(あ る恋)

kl.里 さ}一τ十一*畦+pass.

k2....r杢 と011斗oレ モ羽diユノ≦トノ斗◎刊ブ11ユ遇 魁 音 暑 銀 τ二十二!,イ}{≡....(L)

(100)j.テ レ ビの 画 面 は僕 に真 正 面 を」血 ⊆据 え られ て い た 。(TV)

kl.替 ・ぎト1斗一*Ok+pass.

k2,望 司1川 型{}1斗 潮 層 屯 音 書 『δTσ1老{月 銀1斗.(TV)

(101)j.私 は,犬 に幻塾 ⊆ し ま っ た の で あ る 。(畜 犬 談)

kl.奪o}・ 古ト叫 一・*奪{ル→-pass.

k2.フ 刊号 。い 斗暑 箸 叫 古圃 宅 漠 。1叫,(叫 号 。D

(102)j,あ ん た,蟻 わ れ て ん だ よ,地 球 全 部 か ら。(あ る 恋)

kl.ロ1♀4古 トτ平一*τ11♀1+pass.

k2.噛 旭,ロ1苦 里 モ 暑 暑t斗 豆,組 川 刈 呈 早 司.(司 と)
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6-5-2対 格 標 示 のNPが 共起 す る受 身文

(103)の(a)～(e)の よ う に,対 格 標 示 のNPが 共起 して い る 日本 語 の受

身文 は韓 国語 に訳せ ない場 合が多 い。

(103)乱 彼女は職場に離 雌 ことをあまり…(TV)

b.渓 趨触皿 の も好 まない。(TV)

c.テ レ ビの 画面 は僕 に真 正 面 を血 血 ∠⊆据 え られてい た。(TV)　
d。簸 すっか り吸い取 られたあとの声だ。(TV)

e.そ れ まで自分が無意識 に身 を置 いていた世界のバ ランスが礁

難 ではオかったこと 思い知 らされる。(TV)
一部の1類 の受 身動詞 は(104)の よ うに対 応 す る受 身 文 が作 れ る

。 しか

し,第3節 で述 べ た よ うに,韓 国語 の1類 の受 身動 詞 の 数 は 限 られ て い る。

これ も(104)に 見 られ る よ う に,ほ とん どが 身体 の一 部 を対 象 化 した用法

に限 られる。

(104)j.と ころが鼻 をふ まれてい るの で思 うように首が うこかない。(鼻)　
k.ユ 尊 ス1叫 呈 暑 射 司ヱ 叙≒ 司 ヨ}槽z}州 呈 ヱ フ刊7}{}周 司 ス1ス1　
讐ゼじ}.(ヱ)

皿類 の 円}1斗 」 形 と 「tま古}1斗」 形 も対 格 標 示 のNPと 共 起 で きる が,

VN形 に限 られ るた め,(103)の ような非VN形 には対 応 で きない 。今 回,

《デ ー タ》 か ら得 られ た例 を見 てみ よう。

(105)」.し か し市 民社 会 の形 成 と ともに彼 らの芸術 は主体性 を獲得 し八

方美 人の ような東洋 の芸術家 とは異 なるその特有 な人間性が超W一
められるようになった。(金 翅鳥)

k.ユ 司しTλ1耳1・斗司到 碧徳斗 司苦01ユ 暑到 州金{さ手翔碧音

司号苛ヱ 暑聾・1・網 剋 暑誓到 剣含フ㍗斗モu}薯 号昇到 唱社一
ha会 剋魁 鍛 τ斗.(号 ス怪)
war

(106)j・ 目の前にいる他人からそんな風にきっちりと一

.と,自 分 で も自分 が そ こに存 在 して い るか どうかだんだん確

信が持て な くなって くる もの なのだ。(TV)

k.七 望 州 銀ゼE}剋 州 刈 ユ 剋4皇 呈 州昊 糾 刈 毛・刈 暑 早 λ1τま　
aム ム 呈yス レ翌61メ1フ 回1善 スNa}Lス1。 旧 スレ 歩 ト尋 亙

墾 今・叡 刈 」司÷…望011斗.(TV)

6-5-3そ の他

また,今 回 の 《 デー タ》か ら(107)の よう な非 対 応 の例 も見 られ た。
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(107)a.怒 られ る し…(干 型4-*干 ・嘆+pass.)(あ る恋)

b.ジ ュ ン イチ か ら教 え られ たか ら…(剛 ♀u}一*旧 牌+pass。)

(あ る恋)

c.CDが オ レに買座 の を待 っ て い た。(朴 叫 一*斗+pass.)

(あ る恋)

d.あ なた にはあ の時助皿 け ど…(晋 τ}一*晋+pass.)(あ る恋)

こ こ まで,日 本 語 の受 身文 に対 して韓 国 語 の非対応 の様相 を中心 に取 り

上げてみた。日本語の受身が 「構造的」かつ 「生産的」であるのに対 して,韓

国語 は前 節 での考 察 を考 え合 わせ ると 「語彙的」かつ 「制限的」と言 えよう。

7ま と め

本稿では,韓 国語 と日本語の受身文の特徴 をそれぞれの言語 に翻訳 され

た小説のデータを用いて分析を試みた。以上の考察から,「 はじめに」に

取 り上げた先行研究での捉 え方の違いの一端が明 らかになったとともに,

従来,部 分的にしか取 り上げられなかった両語の受身の用法の相違 も浮 き

彫 りになったと思われる。 日本語の受身文 と韓国語の受身文はそれぞれが

担 っている領域が異なる,す なわち日本語の受身文が 雪受身」 という機能

に重心が置かれているとすれば,韓 国語の受身文は 「状態変化」「結果状

態」 に重心が置かれている,と 言えるのではなかろうか。また,日 本語が

構造的 ・生産的に受身文を作 り出せるのに対 して,韓 国語は語彙的 ・制限

的にしか受身文 を作 り出せない。両語のこのような関係を纏めると,〈 表

6>の ようになると思われる。

〈表6>日 本語と韓国語の自動および受身の対応関係

日本語 ;'/, 纏組 灘鍛癌① 受身

韓国語 自動 非対応②

「非対応⑦」は主 に 「状態変化」 を表わ し,「非対応②」 は 「構造的受

身」 を表わす。このく表6>か ら分かるように,日 本語 と韓国語は自動表

現か ら受身表現へのヴォイスコー ドの切 り替えのスター ト地点が異なる。

韓国語が 「状態変化」か ら受身形にヴォイスコー ドの切 り替えが行われる

のに対 して,日 本語は受身本来の機能の地点で受身形 にヴォイスコー ドの

切 り替 えが行われる。 このずれは,日 本語 の場合,「 状態変化」 または
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「結果状態」 を有対 自動詞がある程度受容 しているからであろう。この点

は,早 津(1990)の 考察か らも裏付けられると思われる。

したがって日本語の自動表現 に対 して韓国語の受身表現を取 り上げた先

行研究の焦点 は 「非対応①」 にあ り,韓 国語の受身文を日本語 と比較 し

て韓国語の制約性を唱えたもう一方の先行研究の焦点は 「非対応②」 に

あることが分かった。

8お わりに

本稿では,日 本語 と韓国語の受身表現の対応関係 を取 り上げ,そ の違い

を中心に考察を行った。 しかし,こ れはあ くまでも形態を中心 にした捉え

方であり,受 身とは,自 動 とは,と いったヴォイスの根本的な問題 と関連

づけることはできなかった。両語の受身を理論的枠組みの中で捉えるのは

今後の課題 にしたい。

主
、
、
'

1本 稿では
,「受 身表現」「受身」 「受 身文」「受身形」「受身形式」などの用語

が厳密に定義されていないが,受 身全般 を指す場合 は 「受身」,自 動表現 と

の対応関係か ら述べ る場合は 「受身表現」,形 態 を中心に述べ る場合は 「受

身形」を用いるなど,文 脈 によって使い分 けされている。日本語学では受身

が意味を中心に捉えられている傾向が強い反面,韓 国語学 では形態 を中心に

捉 えられている傾向が強い。本稿での考察から明らかになって くると思うが,

この ような捉え方の違 いには,両 語の受 身文 の生産性 と安定性が大 きく関わ

っている。これは両語の受身研究にも影響を及ぼしている。日韓対照言語学

では,こ の辺の整理が大 きな課題ではないかと思われる。

z韓 国語学では普通受 身文は 「被動文」
,使 役 文は 「使動文」 とい う用語で用

いられている。

3一 部の一音節漢語他動詞 もこの派生法をとる
。

4蓑 禧任(1988)は 「生産性」の問題 を取 り上げ
,B群 の 「世叫 」とC群 の 「ti

5ト1斗」を受身形から除外 している。 しかし,生 産性 レベルが問題になるな ら,

一一番低いのは最 も典型的な受身形 として取 り上げられている1類 の受身形で

あ る。

5「 変」が含まれる漢語VNの すべてが受 身形 を取 るわけではない
。例えば,
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6

「突 変」 「急 変」 の場合 は接辞 が 国t斗 」 で はな く 「古ト1斗」 であ る。 これ は,

「変 神 斗 」 とい う自動 詞の用法 と関係 が あ る と思 わ れる。

「行 う一行 われ る」 のペ ア に対 して 「行 糾 叫・一 行 司ス11斗」 が成 り立 つが,そ

れ ほ ど生 産 的で はない。
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